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に つ い て

新し い 肝 炎ウ ィ ル ス TTV の 母子感 染 158　　　　 妊産婦 と新 生児 の 各 種検体 か ら の

TTV （iFransfusion−Transmitled　Virus）−1）NA の 検 1
［Hと そ

の 意義

獨協医大、
一
「葉社会保険病院

＊

大島教子 、岡嶋祐子
＊

、西川 1．E能、田 中壮
．．一
郎、

石川和 明、稲葉憲 之

防衛医大、束医幽大保健衛 生学科
k

山岸幸 了
一
、 吉出 純 、 笹 秀典、黒 ドi浩 ．・、

小 林充尚、永 ［日
一郎、田中稔 ！L宇

［日 的 1TT ウ ィ ル ス （TI
’
〉） は 廴997 年 、

Maytlmiらに よ り 原因不明 の 輸血後肝 炎患者血清

よ リク ロ
ー

ニ ン グ され た 、新し い DNA ウィ ル ス で

あ る。本ウィ ル ス の 木邦 に お け る 陽性率は、一
般

洪 血 者
7
ご　12 ％　　　（（⊃k乏廴冂、〔〕t〔〕T　ct 　al　：　1−！epatol 齢

r

Research 　10 ： 1−16 ，1998） で ある が、原 因不 明

の 劇症肝炎、慢性肝疾患患者で は 約50％ の 高率 に

達 し、輸 血 後ウ ィ ル ス性肝炎の 最後の 切 り札 に な

る の で は と期待 され て い る。今 回、我 々 は 他 の 肝

炎ウィ ル ス キャ リア妊婦 ・出生 児ペ ア 血清 にお い

て TTV 　DNA を 測定、そ の 母 子感染 に っ い て 検 討

した。　「方法」  対象　妊婦 は B ・C ・G 型肝炎ウィ

ル ス の キ ャ リア ⊥OO盛、及び π V キ ャ リア母 の 出

生 児 25 名 で あ る 。  測 定 法 　 TTV 　 DNA は

Okamoto ら の 報 告 に よ る プ ラ イ マ
ー

を 用 い た

nested 　PCR 法 に よ っ た。　 HBs 抗原は EUSA 法、

HCV 抗体は第二 又 は第三 世代 を測定、　 I　ICV −RNA

は nested 　 RT −PCR 　（51NCR ）、 HG ＞
−1姻 A は

RT −一
｝
，CR （51NC工O で 検出 し た。　 ［成績］（1）B ・C ・

G 型肝炎ウィ ル スキャ リア妊婦にお ける
r1T

＞ DNA

陽 性率は100 名中26 名 （26 ％） の 高率で あ っ た 。

  nV キ ャ リア 妊婦の 出 牛児25 名 i“9g （36 ％ ）

が1［
“
」
’
VDNA 陽性 と な り、そ の 陽転時期は 全て 6ヶ

R 以降 で あ っ た。  授 乳期 問 と 児 の TTV 　DNA 陽

転率は 正 の 相関を示 した、　 ［結論］
厂
呈Tv の 母 子感

染が確認 され た が、児 の 陽転時 期よ り胎 内 ・産道

感染 に つ い て は 否定的で 、母乳 を含 め た 感染経路

の 詳細な検討が 必要 で あ る u

1目的］
「
「rv は 1997年本邦に お い て 非A 〜非 GJトiliY．の 激 ll

．
E

肝炎 患者か ら得 られた 新 しい ウ イ ル ス で あ る が 、

Il旺液を介 した感染経路が主原因と考え られ て い る，．

しか し
一一般 献⊥1【L者の il艀夜に も12％ の TrV 陽性率が報

告さ れて お り、他の経路か らの 感 染 も充分 に 考え

られ る ． 今圓われわれ は、妊婦 と新生児 の 各検体

を用 い 、Neste〔レPCR 法 ｝こ よ りTrv −DNA を 検 出 し、

．
母
．
了
．
感染 の 可能性を追及 した。

1方法1妊産婦の 1司　・人物の血液 、 唾液 、 艀 Lとそ の

妊 産 婦か ら生まれた新生児 の 臍帯 l！lLを無作 為 に 連

続的 に 症例 選定 し、それら の検体か らDNA を抽出

し、Okarnotoらの 報告 した プ ラ イマ
ー

を使 用 し、

1st　30サ イ ク ル 、211d30サイ クル に て 、より感度 の

高 い Ncs1ed−PCR 法に て Trv −DNA を抽出した 、t

E成績］妊産婦 100 症例中血液は 33症例（33％ ）、唾 液が

16111
’
暫rl（16C2，）、　鐸．孥しカ｛9りli「｛列（

c
）qo）、　TTV −DNA 力吋臾Il　h

された ，、また新生犯の 臍帯 亅kLはTV −DNA は全 て 検

出されなか っ た

［結論 ］1TV は亅缸液を介 し肝臓 に 感 染し増殖：す る ウイ

ル ス と考え られ て い る。今 回輸亅虹歴 の な い 妊産婦

に33％ の 高率 に TTV −DNA が 検出され た こ とは、広

く健 常入 に 蔓延 して い る と考え られ る。…
力
．
胎児

の臍帯t（IL、尿 に 検 出されなか っ た こ とは胎内感染

はほぼな い と思 われ る t， 唾 液 、 母乳 の 検 出率もそ

れ ぞ 15％ 9％ とか な りの 高率 で 、飛 沫感染、径 口感

染が
一1・な感染経路 で ある こ とが示唆 された．
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